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論文内容の要旨

本論文は積層材の延性を高めるために必要なアルミニウム箔の特性を明らかにするとともに樹脂フィル

ムとの積層材の張り出し成形性に対する成形条件の影響についてまとめたものである。

第 1 章では本研究の背景，目的，従来の研究内容，本研究論文の構成について述べている。

第 2 章で、はアノレミニウム箔の再結晶粒径K対する Fe 量( O. 2 5 ,._. 1. 6 5 % )および最終焼鈍時の加熱

速度の影響を明らかにし， F e 量を増加させたときに生じる組大再結晶粒の成因について考察している。

第 3章ではAI- 1. 2%Fe合金箔の再結晶粒径，再結晶集合組織におよぼす S i 量 (0.003--0.5%)

および最終焼鈍時の加熱速度の影響を明らかにし，焼鈍前後の集合組織の関係から，箔の様な極薄材料の

再結晶組織を制御する場合、焼鈍前の表面層の組織も重要である乙とを明らかにしている。

第 4章ではAI- 1. 2 労 Fe ー(0.0 0 3--0.5 )労 S i 合金箔を使用して一軸引張り変形における引張り

強度，伸びと再結晶粒径，再結晶集合組織の関係をまとめ，強度や伸びに対する結晶粒微細化の効果は厚

板の場合より大きい乙とを明らかにし，結晶粒径の増大に対する伸びの減少を表面荒れの観点から考察し

ている。

第 5章で、はアノレミニウム箔の両面に延伸されたポリエチレンテレフタレート (PET) フィルムを積層

すると箔の一軸引張り変形における強度，伸びが大きく改善されるととがわかり，箔の変形形態から伸び

の向上に対する延伸PETフィルム積層の効果を明らかにし，エッヂ、の不安定破壊モデ〉レによって積層材

の伸び限界を予測できることを示している。

第 6章で、はアノレミニウム箔の両面に延伸 PET フィノレムを積層した材料，および片面に延伸樹脂フィル

ム，他面lζ未延伸樹脂フィノレムを積層した材料の張り出し成形性について検討し，積層材の張り出し性K
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対するアルミニウム箔の厚さおよび、結晶粒径の影響，ならびに張り出し'性向上のために必要とされる樹脂

フィノレムの特J性を明らかにした。そして張り出し変形における破断はアルミニウム箔と樹脂フィノレム界面

でのはく離現象に起因している乙とを示している。

第 7章では積層材のポンチ張り出し高さに対するポンチ速度，ポンチと材料の摩擦係数，ポンチの形状

の影響について検討し，張り出し高さは成形速度の依存性が強いこと，ポンチと材料の適正な摩擦係数は

ポンチの直径や肩半径で変り得る乙と，および側面が傾斜しているテーパーポンチはストレートポンチよ

り材料の歪分布をより均一化し，成形高さを高くする乙とができることを明らかにしている。

第 8章では本研究の成果を総括している。

論文の審査結果の要旨

各種包装容器として用途が拡大しているアルミニウム箔には，高強度高延性化が求められている。本論

文は、はじめにアノレミニウム合金箔の組織と変形特性を調べ，ついでアルミニウム箔を樹脂フィルムと積

層する乙とにより，機械的性質および張り出し成形性を改善した研究結果をとりまとめたもので，主な成

果を要約するとつぎのとおりである。

(1) アノレミニウム箔の再結晶粒径に対する Fe量の影響を研究し， 1. 2%Fe合金では急速加熱すると粗

大結晶粒になる乙とを明らかにし，その原因は試料表面における (311)(233J および、( 123) (412J 

集合組織にもとづく乙とを見出し，新しい低温予備加熱法を導入して微細再結晶粒組織をうることに成

功している。

(2) アノレミニウム箔と樹脂フィルムとの積層材の強度は，構成材料について複合則が成立することを確か

め，→由引張り下の伸びについては，樹脂フィノレムがアノレミニウム箔に生じるエッヂクラックの進展を抑

える役割をもち，エッヂの不安定破壊モテソレにもとづき，積層材の伸び限界を予測できることを示して

いる。

(3) アルミニウム箔の片面あるいは両面に樹脂フィルムを積層し，張り出し成形性を調ベポンチと材料と

の摩擦係数が小さく，ひずみ分布を一様とするためのポンチ形状の設計指針を与えている。

以上の研究成果は金属材料学ならびに塑性加工学の進歩に寄与するところが大であり，博士論文として

価値あるものと認める。
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